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劣
ら
な
い
鉛
筆
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功

し
た
。

日
本
の
鉛
筆
製
造
会
社
は
、
多
く
が
明

治
二
十
年
以
降
に
創
業
さ
れ
て
い
る
。
三

菱
鉛
筆
の
創
設
者
・
眞
崎
仁
六
が
製
造
に

乗
り
出
し
た
の
も
、
明
治
二
十
年
の
こ
と

で
、
と
な
る
と
、
加
州
松
島
社
は
日
本
で

も
っ
と
も
早
い
時
期
に
鉛
筆
を
大
量
生
産

し
た
工
場
だ
っ
た
と
い
え
る
。

考
案
ま
で
の
道
の
り

実
高
で
は
、
毎
年
、
授
業
の
一
環
で
い

清
は
、
こ
の
黒
鉛
を
利
用
し
、
鉛
筆
を
製

造
す
る
こ
と
で
、
窮
乏
し
て
い
た
旧
大
聖

寺
藩
士
の
士
族
授
産
の
一
助
に
し
た
い
と

考
え
た
。

飛
鳥
井
が
、
同
じ
く
旧
藩
士
の
柿
沢
理

平
を
工
場
長
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
鉛

筆
製
造
を
学
ん
だ
井
口
直
樹
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
明
治
十
年
に
大
聖
寺
松
島
町

に
設
立
し
た
の
が
加
州
松
島
社
だ
。

理
平
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
明
治
十

六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
開
か
れ
た
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
万
博
で
第
一
級
第
一
等
賞
を
獲
得

す
る
な
ど
、
加
州
松
島
社
で
は
舶
来
品
に

加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
は
、
加
賀
の
歴
史

や
文
化
、
自
然
や
行
事
な
ど
を
再
認
識
し

て
も
ら
っ
た
り
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
狙
っ
て
、
加
賀
商

工
会
議
所
が
始
め
た
も
の
。
テ
キ
ス
ト
に

よ
る
と
、
大
聖
寺
に
は
昔
、「
加
州
松
島

社
」
と
い
う
鉛
筆
工
場
が
あ
っ
た
と
い
う

の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
残
っ
て
い

な
い
。

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
、
加
賀
の
富

士
写
ヶ
岳
山
麓
の
片へ

ぎ

谷だ
に

村
で
良
質
の
黒
鉛

が
発
見
さ
れ
た
。
旧
大
聖
寺
藩
士
で
、
当

時
、
大
蔵
省
の
役
人
を
し
て
い
た
飛
鳥
井

鉛
筆
工
場
「
加
州
松
島
社
」
の
存
在

石
川
県
加
賀
市
に
あ
る
県
立
大
聖
寺
実

業
高
等
学
校
（
以
下
、
実
高
）。
こ
と
の
起

こ
り
は
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
授
業
で

「
加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
」
の
テ
キ
ス
ト
が

教
材
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
鉛
筆
生
産
の
歴
史
の

中
で
、
ご
く
初
期
に
誕
生
し
た
鉛
筆
工
場

が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
、

も
っ
と
少
な
い
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
地
元
の
歴
史
を
知
っ
た
高
校
生

た
ち
が
い
ま
、
加
賀
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鉛
筆
製
作
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
の
大だ

い
聖し

ょ

寺う
じ

駅
を
降
り
る

と
、
駅
前
に
「
古
九
谷
発
祥
之
地
」
と
書

か
れ
た
碑
が
あ
る
。
美
し
い
色
絵
で
知
ら

れ
る
九
谷
焼
が
、
江
戸
時
代
初
期
、
加
賀

の
大
聖
寺
藩
を
治
め
る
初
代
藩
主
・
前
田

利
治
の
も
と
で
作
り
始
め
ら
れ
た
こ
と
を

知
る
人
は
、
意
外
に
少
な
い
か
も
し
れ
な

い
。

大
聖
寺
実
業
高
等
学
校
奮
闘
記

鉛
筆
で
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
！


